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１．まえがき 

空港や港湾等におけるテロ・犯罪により，安全な環境

が脅かされており，危険物を所持する不審者を迅速に検

知する手段が望まれている．本稿では，衣服下の危険物

を無侵襲で検知可能なミリ波パッシブイメージング装置

に用いる 77GHz 帯イメージング素子のシールドケースを

試作し，ケース内に装荷された電波吸収体による温度分

解能(NETD)への影響を評価した結果について述べる． 

2 ．イメージング素子の回路構成 

77 GHz 帯イメージング素子の回路構成と，素子に装着

するシールドケースの外観写真をそれぞれ図 1 に示す．  

3．温度分解能の評価[1] 
人体と危険物を識別するためには，微弱なミリ波温度

の差を素子で検出する必要があり，温度分解能は識別で

きる最小の温度差として定義される．温度分解能の値は

小さいほど優れた特性となり，式(1)で示される通り，素

子の出力ノイズ電圧幅 Vp-p，感度特性 d（V/K : 検出対象

物の単位温度変化 K に対する素子出力電圧 V の変化量）

とした場合，Vp-p が小さいほど温度分解能は小さくなる．

ミリ波パッシブイメージング装置において，温度分解能

を良くすることは極めて重要である． 
 
 
 
また，実際に素子を装置に搭載する際，図 1(右)に示す

ように，アレイ構造とするため，LNA の発振防止及び素

子間結合を抑制するためのシールドケースが必要になる．

本研究では，温度分解能に大きな影響がある，素子の出

力ノイズ幅 Vp-pに関して，素子のどういったパラメータに

対して，どういう影響があるのかを実験的に調べた．パ

ラメータは，図 2 に示すように，内寸高さ H = 5mm 一定

で，ケース内に装荷する電波吸収体の厚さ h を 0.9, 1.8, 
2.7mm にした場合の Vp-p及び温度分解能の変化を評価した． 

4．評価結果 

図 3 は，電波吸収体の厚さ h を変えたときの Vp-p及び温

度分解能の変化を示したものである．この結果より，電

波吸収体の厚さが温度分解能に影響がもち、厚さが小さ

いほど出力ノイズ幅 Vp-pが小さくなることが分かった．  

5．まとめ 

イメージング素子の温度分解能を向上させる目的で，

素子のどういったパラメータが温度分解能にどういう影

響があるかを実験的に調べた．その結果，ケース内の電

波吸収体が効くことが分かり，その厚さが小さいほどノ

イズを抑制でき，温度分解能が向上することを明らかに

した．電波吸収体は同時に素子の発振を抑制する役目も

担っているため，その両者に対して，最適なポイントを

選択する必要がある． 
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図 1 素子回路構成(左) と シールドケース外観写真(右) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2 内部構造 
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図 3 電波吸収体の厚さによる 
Vp-pと温度分解能の変化 
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